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ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
設
営
や

会
場
で
の
案
内
な
ど
を
担
う

　
長
浜
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
市
の
委
託
を
受

け
て
、
令
和
三
年
五
月
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会

場
の
設
営
・
物
品
搬
入
と
接
種
期
間
中

の
会
場
で
の
駐
車
場
整
理
・
案
内
を
会

員
が
担
当
。
設
営
・
物
品
搬
入
の
就
業

は
十
二
月
で
終
了
し
た
が
、
駐
車
場
整

理
・
案
内
は
令
和
四
年
三
月
現
在
も
続

い
て
い
る
。

　
加
え
て
、
令
和
四
年
一
～
二
月
の
三

日
間
、
市
に
委
託
さ
れ
て
、
ワ
ク
チ
ン

の
三
回
目
接
種
に
つ
い
て
、
市
民
の
予

約
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
も
担
っ
た
。

こ
れ
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て

行
う
も
の
で
、
長
浜
市
Ｓ
Ｃ
で
は
事
前

に
「
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
て
お
り
、
受
講
し
た
会
員
が
学

ん
だ
こ
と
を
早
速
就
業
に
生
か
し
た
。

　
市
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

依
頼
を
初
め
て
受
け
た
の
は
、
令
和
三

年
度
に
入
っ
て
す
ぐ
の
こ
と
。

　
髙
山
幸
嗣
総
務
課
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
終
始
し
た
令
和
二
年
度
は
、
契
約
金

額
も
会
員
数
も
減
少
し
ま
し
た
。
当
初

は
、
感
染
を
恐
れ
て
就
業
な
ど
の
活
動

を
停
止
し
た
い
と
い
う
会
員
の
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、
令
和
三
年
度
に
入
る
と

感
染
症
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
・

知
識
が
社
会
に
示
さ
れ
て
き
て
、
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
て
で
き
る
こ
と
か

ら
再
開
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
セ
ン

タ
ー
内
に
出
始
め
ま
し
た
。
事
務
局
と

し
て
も
、
市
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
支
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　長浜市ＳＣは、市の委託を受けて、令和 3年 5月から新
型コロナウイルスワクチン集団接種会場の設営や案内、予
約サポートの就業を行っている。初めて受けた仕事だが、
就業会員はそれぞれの持つ知識や経験を生かし、高齢者と
同じ目線で優しく対応するなどの力を発揮して活躍。予約
サポートの就業では、センターで開催した「ＩＴサポータ
ー養成講座」を受講した会員も奮闘した。

養
成
講
座
や
多
様
な
経
験
を
生
か
し

市
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
支
え
る

公
益
社
団
法
人

長
浜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（滋

賀
県
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連

の
就
業
に
携
わ
っ
た
、
長
浜
市
Ｓ
Ｃ
の
会
員
。

写
真
左
か
ら
、
宮
本
増
夫
さ
ん
、
角
川
智
子

さ
ん
、
鈴
木
由
美
子
さ
ん
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え
る
と
い
う
、
市
か
ら
提
示
さ
れ
た
新

し
い
仕
事
に
対
し
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
、
受
託
し
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
基
本
的
な
感
染

防
止
対
策
の
徹
底
と
そ
の
呼
び
掛
け
に

加
え
、
令
和
二
年
四
月
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
迅
速
に
作
成
。
会
員
や
同
居
家
族
に

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
周
知
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
対

策
を
講
じ
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

九
か
月
の
就
業
延
人
員
は

九
百
二
十
七
人
日

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
会
場
に
関
わ
る
就

業
は
、
令
和
三
年
五
月
～
令
和
四
年
一

月
末
日
に
六
十
三
人
の
会
員
が
就
業
し
、

就
業
延
人
員
は
九
百
二
十
七
人
日
と
な

っ
て
い
る
。

　
内
訳
は
、
次
の
通
り
。

●
会
場
の
設
営
・
物
品
搬
入

　
就
業
実
人
員
︙
十
三
人

　
就
業
延
人
員
︙
三
百
七
人
日

　
受
託
し
た
会
場
︙
三
十
か
所

●
会
場
で
の
駐
車
場
整
理
・
案
内

　
就
業
実
人
員
︙
二
十
一
人

　
就
業
延
人
員
︙
四
百
七
十
三
人
日

　
受
託
し
た
会
場
︙
十
か
所

●
会
場
で
の
案
内
等

　
就
業
実
人
員
︙
四
人

　
就
業
延
人
員
︙
八
十
七
人
日

　
受
託
し
た
会
場
︙
六
か
所

●
接
種
予
約
サ
ポ
ー
ト

　
就
業
実
人
員
︙
二
十
五
人

　
就
業
延
人
員
︙
六
十
人
日

　
受
託
し
た
会
場
︙
十
か
所

接
種
会
場
に
関
わ
っ
た

就
業
会
員
の
声

●
会
場
の
設
営
・
物
品
搬
入

　
宮
本
増
夫
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
忙

し
い
市
役
所
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
こ

と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
接
種
会

場
の
設
営
は
誰
も
が
初
め
て
で
す
か
ら

最
初
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

回
を
重
ね
る
う
ち
に
慣
れ
て
き
て
、
市

役
所
の
人
か
ら
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
ま

す
と
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
」
と
に
こ

や
か
に
言
う
。

　
会
場
設
営
で
は
、
案
内
板
の
設
置
、

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な
ど
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
た
。
撤
去
時
は
使
用
し
た
椅

子
を
一
脚
ず
つ
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
す
る

作
業
も
し
た
。
会
場
の
規
模
に
応
じ
て

四
人
ま
た
は
八
人
で
組
ん
で
、
三
十
の

会
場
を
担
当
。
宮
本
さ
ん
は
、
令
和
三

年
五
～
十
二
月
に
六
十
回
就
業
し
た
。

　
「
一
緒
に
就
業
し
た
の
は
初
め
て
顔

を
合
わ
せ
た
会
員
で
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
親
し
く
な
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」
と
も
話
し
た
。

集団接種会場の案内板などの設置も長浜市ＳＣが受託した（写真上）。会場の要所に会員
が立ち、案内を担当（写真下）。この会場では、多い日は約300人が訪れる
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●
会
場
で
の
駐
車
場
整
理
・
案
内

　
就
業
前
は
感
染
に
対
す
る
不
安
が
多

少
あ
っ
た
と
い
う
北
村
金
蔵
さ
ん
は
、

日
ご
ろ
か
ら
対
策
を
徹
底
し
、
就
業
時

も
十
分
に
気
を
付
け
て
い
た
。
令
和
三

年
五
月
か
ら
就
業
し
て
お
り
、
令
和
四

年
三
月
の
時
点
で
週
二
～
三
回
、
一
回

五
～
六
時
間
就
業
し
て
い
る
。

　
「
集
団
接
種
会
場
の
駐
車
場
か
ら
、

会
場
へ
の
案
内
が
主
な
仕
事
で
す
。
現

在
は
、
令
和
四
年
一
月
に
開
設
さ
れ
た

大
規
模
商
業
施
設
の
会
場
を
担
当
し
て

お
り
、
主
に
施
設
入
り
口
か
ら
接
種
会

場
入
り
口
へ
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
」

と
北
村
さ
ん
。

　
特
に
気
を
付
け
て
い
る
の
が
、
雪
や

雨
の
日
の
転
倒
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

床
が
濡
れ
て
滑
り
や
す
く
な
る
た
め
、

迅
速
に
拭
き
取
る
こ
と
に
努
め
て
い
る

と
い
う
。「
安
全
第
一
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
就
業
に
携
わ
っ

た
こ
と
で
地
域
の
役
に
立
て
て
い
る
の

な
ら
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

●
会
場
で
の
案
内
等

　
接
種
会
場
で
案
内
役
を
務
め
て
い
る

鈴
木
由
美
子
さ
ん
も
、
令
和
三
年
五
月

か
ら
就
業
。
令
和
四
年
一
月
か
ら
は
、

北
村
さ
ん
と
同
じ
大
規
模
商
業
施
設
内

の
会
場
を
担
当
し
て
い
る
。
最
近
一
か

月
の
就
業
は
十
二
回
、
各
回
五
～
六
時

間
で
あ
る
。

　
「
主
に
検
温
す
る
場
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
接
種
す
る
人
の
上
着
の
脱
衣
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
あ
り
、
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　
大
勢
が
訪
れ
る
会
場
で
の
仕
事
に
、

最
初
は
少
し
感
染
の
不
安
も
よ
ぎ
っ
た

と
い
う
が
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
接
種

で
き
る
手
伝
い
が
で
き
る
な
ら
と
、
就

業
す
る
こ
と
に
し
た
。
接
種
会
場
で
は
、

「
助
か
る
わ
」「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
言
う
。

　
「
接
種
会
場
の
案
内
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
て
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま

す
」
と
、
優
し
い
表
情
で
話
し
た
。

●
接
種
予
約
サ
ポ
ー
ト

　
ワ
ク
チ
ン
の
三
回
目
接
種
に
合
わ
せ

て
、
市
で
は
、
自
分
で
予
約
す
る
こ
と

が
難
し
い
高
齢
者
を
対
象
に
、
ウ
ェ
ブ

予
約
を
支
援
す
る
窓
口
を
令
和
四
年
一

～
二
月
に
三
日
間
開
設
。
角つ
の
か
わ川
智
子
さ

ん
は
、
訪
れ
た
高
齢
者
に
対
し
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
予
約
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
た
。

　
そ
の
直
前
の
令
和
三
年
十
～
十
二
月
、

長
浜
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
高
齢
者
活
躍
人
材

確
保
育
成
事
業
と
し
て
「
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
全
十
回
開
催
。
角

川
さ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
な
ど
を
学
ん
だ
。

講
座
が
終
わ
る
こ
ろ
に
、
市
か
ら
こ
の

集
団
接
種
会
場
で
は
、
接
種
す
る
人
の
脱
衣
な
ど
を

会
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
あ
る
（
写
真
左
）。高

齢
者
を
対
象
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
三
回
目
接
種
の
ウ
ェ

ブ
予
約
を
会
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
サ
ポ

ー
ト
（
写
真
下
）
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仕
事
を
打
診
さ
れ
、
角
川
さ
ん
な
ど
受

講
者
五
人
を
含
む
会
員
二
十
五
人
が
就

業
し
た
。

　
「
養
成
講
座
は
農
閑
期
に
開
催
さ
れ

た
の
で
、
思
い
切
っ
て
受
講
し
ま
し
た
。

修
了
後
に
予
約
サ
ポ
ー
ト
の
仕
事
を
知

り
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

基
礎
を
学
ん
だ
ば
か
り
で
し
た
の
で
、

こ
の
就
業
に
向
け
て
開
催
さ
れ
た
市
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
予
約
方
法
の
講

習
を
二
回
と
も
受
講
し
て
、
就
業
に
備

え
ま
し
た
」。

　
就
業
日
は
、
会
員
が
二
人
一
組
に
な

り
、
高
齢
者
の
接
種
予
約
を
サ
ポ
ー
ト
。

「
後
日
、
サ
ポ
ー
ト
し
た
人
に
偶
然
お

目
に
か
か
り
“
接
種
で
き
た
よ
。
お
お

き
に
な
あ
”
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
勉
強
し
た
こ
と
が

役
に
立
っ
た
喜
び
と
感
謝
を
感
じ
て
い

ま
す
」
と
話
し
た
。

ス
キ
ル
を
磨
い
て

就
業
の
間
口
を
広
げ
る

　
「
三
回
目
の
接
種
計
画
が
立
て
ら
れ

る
際
、
市
か
ら
、
予
約
サ
ポ
ー
ト
の
仕

事
を
打
診
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
で
備
え
て
い
た
の
で
、

で
き
ま
す
と
即
答
し
ま
し
た
」
と
、
髙

山
総
務
課
長
。
こ
の
就
業
で
は
、
三
日

間
で
約
五
百
人
の
予
約
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
と
、
後
日
、
市
か
ら
連
絡
を
受
け
た
。

　
今
回
の
接
種
会
場
や
予
約
サ
ポ
ー
ト

の
就
業
に
つ
い
て
、「
各
現
場
で
は
、
会

員
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
、
高
齢
の
市

民
と
同
じ
目
線
で
相
談
に
乗
り
な
が
ら

対
応
で
き
る
力
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
髙
山
総
務
課
長
。
そ
し
て
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
関
わ
り
な
く
、
最
近
は
多
岐
に
わ

た
る
依
頼
が
あ
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
の
就

業
は
様
変
わ
り
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
事
前
準
備
と
し
て
人
材
育
成

が
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
ス

キ
ル
を
磨
き
、
生
か
す
こ
と
で
受
注
の

間
口
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
藤
本
茂
良
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は

「
接
種
会
場
や
予
約
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
苦
情
も
問
題
も
な
く
仕
事
が
で

き
て
い
ま
す
。
会
場
設
営
に
つ
い
て
も
、

市
か
ら
助
か
っ
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
」
と
会
員
の
仕
事
ぶ
り
を
誇
り
、

「
予
約
サ
ポ
ー
ト
の
仕
事
が
、
Ｉ
Ｔ
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
後
に
受
注

で
き
た
の
は
、
大
変
意
義
の
あ
っ
た
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

誰
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
時
代

に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
操
作
す

る
こ
と
が
難
し
い
人
も
い
ま
す
か
ら
、

予
約
サ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
仕
事
は
増
え

て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
将
来
を
見

据
え
て
、
今
か
ら
多
様
な
就
業
の
道
を

開
い
て
お
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
今
後
の
方
向
性
を
示
し
た
。

︵
増
山
美
智
子
︶

令
和
三
年
十
~
十
二
月
に
開
催
し
た
「
Ｉ
Ｔ

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

事業運営状況 （平成28年度～令和 2年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成28 860 717 1,577 4.0 1,308
（153,451） 82.9 5,654 664,669 18.7/81.3

29 872 735 1,607 4.0 1,325
（156,338） 82.5 5,598 687,882 21.1/78.9

30 890 748 1,638 4.1 1,443
（156,211） 88.1 5,582 707,600 20.9/79.1

令和元 889 753 1,642 4.1 1,422
（154,891） 86.6 5,612 732,648 21.9/78.1

2 868 734 1,602 4.0 1,337
（145,326） 83.5 5,192 715,110 25.4/74.6

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


